
設　計　図 竣　工　図 2025.4三田市民病院熱源修繕

S=1:400(A3)1階 平面図

01

図面番号年月日

縮　尺図面名称

工事名称

一級建築士大臣登録

委託事務所名

備　　考

訂　
　
　

正
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機器ﾘｽﾄ NoScale

02

図面番号年月日

縮　尺図面名称

工事名称

一級建築士大臣登録

委託事務所名

備　　考

訂　
　
　

正
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NoScale

03

配管系統図

図面番号年月日

縮　尺図面名称

工事名称

一級建築士大臣登録

委託事務所名

備　　考

訂　
　
　

正
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S=1:200(A3)

04

中央機械室・ボイラー室詳細図

図面番号年月日

縮　尺図面名称

工事名称

一級建築士大臣登録

委託事務所名

備　　考

訂　
　
　

正
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NoScale中央監視点一覧表

05

図面番号年月日

縮　尺図面名称

工事名称

一級建築士大臣登録

委託事務所名

備　　考

訂　
　
　

正



※計量、ロギングは今回工事にて追加ポイントとする。
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NoScale

06

自動制御監視点一覧表

図面番号年月日

縮　尺図面名称

工事名称

一級建築士大臣登録

委託事務所名

備　　考

訂　
　
　

正



記号

- 熱源廻り

系統名 収納盤

AP-1K

・中央監視盤より熱源群発停指令を受け、台数制御を開始する。
・台数制御運転中は負荷熱量を一定周期でサンプリングし、現在運転中の熱源

  負荷熱量は冷水系（２系統の合計）、温水系（３系統の合計）とする。
・台数制御は基本的に表１のパターンに従い冷房・暖房負荷の混在する時期に
  あっては吸収式冷温水機（００１－ＲＢ）をベースとし、必要に応じて他の
  熱源を追従運転する。（運転モード切換は機側盤にて手動で行う。）

・各日における立ち上がり時のウォーミングアップ運転制御、故障時スキップ
・台数制御における運転順序指定は現場自動制御盤にて行う。

  制御ハンチング防止のため再起動防止遅延回路を具備する。
・台数制御中、冷水往ヘッダー内水温が上限値を一定時間継続して越えた場合、
  停止中の冷凍機を強制起動し、冷水温度の上昇を防止する。温水系も同様とする。
・冬期、外気温度が設定値以下となり、２次側空調機停止時には空調機冷水コイル
  ２方弁を凍結防止のため、一定開度開く。それに伴い、外気温度低下時、冷水

  ２次ポンプ（Ｐ－Ｃ－１０１）３台のうち１台を強制運転する。

・２次ヘッダー送水圧力により、２次ポンプのＩＮＶとバイパス弁の
＜冷水・温水・２次ポンプ制御＞

　シーケンス制御を行う。

  容量と比較し、増・減段、現状維持の判断を行う。

＜熱源台数制御＞

凡例

：  既存流用

：  新設

：  更新対象

：  定速ポンプ

凡例

：  変速ポンプ
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NoScale熱源廻り制御計装図

07

図面番号年月日

縮　尺図面名称

工事名称

一級建築士大臣登録

委託事務所名

備　　考

訂　
　
　

正
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1F平面図(配管施工図)

08

S=1/100(A3)

図面番号年月日

縮　尺図面名称

工事名称

一級建築士大臣登録

委託事務所名

備　　考

訂　
　
　

正


